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第２３回期 

第２１回浅川町農業委員会総会 議事録 
 

１ 開催日時 平成３１年３月１４日（木） 午後１時３０分から午後２時５分 

 

２ 開催場所 浅川町役場 ２階大会議室 

 

３ 出席委員（委員８人・推進委員１０人） 

会     長     １０番 生田目源一 

会長職務代理者      ９番 大河内一二 

委     員      １番 會田 陽子 

同         ３番 鈴木 政吉 

同         ４番 小針 賢一 

同         ５番 会田 嘉治 

同         ６番 佐川 健二 

同         ８番 八旗 正紀 

推 進 委 員（ 浅 川 ・ 滝 輪 ）石塚 隆晴 

同   （里白石・福貴作）小宅 正一 

同   （   同   ）我妻 秀雄 

同   （ 簑 輪 ・ 袖 山 ）関根 榮治 

同   （ 中 根 松 ）江田 利光 

同   （ 大 草 ）佐川 光一 

同   （東大畑・畑田）小室 勝弘 

同   （小貫・太田輪）八木沼 進 

同   （ 山 白 石 ）佐藤  博 

同   （   同   ）圓谷 広行 

 

４ 欠席委員（委員２人・推進委員１人） 

委     員      ２番 酒井 秀忠 

同         ７番 角田 一志 

推 進 委 員（   染   ）川音 光平 

 

５ 議事日程 

第１ 議事録署名委員の指名 

第２ 会議書記の指名 

第３ 議案第４３号 農地法第３条の規定による許可申請に対する意見決定について 

２件 

議案第４４号 農地法第５条の規定による許可申請に対する意見決定について 

１件 

議案第４５号 農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農用地 

利用集積計画の作成に対する決定について         ２件 

議案第４６号 農地法第３条第２項第５号の規定による別段面積（下限面積） 

の設定について 
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６ 農業委員会事務局職員 

事務局長  岡部  真 

主  査  木谷 裕人 

 

７．会議の概要 

事務局長 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 

 

事務局長 

 

会 長 

 一同ご起立願います。礼、着席願います。 

 会長から開会と招集のご挨拶をいたします。 

 

 ただいまから第２１回浅川町農業委員会総会を開会いたします。 

 あらためまして、こんにちは。第２１回浅川町農業委員会総会を招集しまし

たところ、委員の皆様方にはいつものように大変お忙しい中、お集まりいただ

きまして誠にありがとうございます。春と言いますか、太陽の日差しも一段と

暖かさを増して来まして、農作業の方にもそろそろ取り掛かる時期なのかなと

思っております。ただ、春先や秋もそうなのですが、農作業中の事故等が近頃

大変発生しておりますので、この件につきましても少しでも皆さんと協力しな

がら声掛けをして、防いでいきたいと思いますのでご協力の程よろしくお願い

いたします。 

 本日の議案は４件でございます。いつものように慎重なる審議をお願いいた

しまします。 

 

 本日の出席状況ですが、出席委員は１０名中８名です。 

農業委員会等に関する法律第２７条第３項の定足数に達しておりますので、第

２１回浅川町農業委員会総会は成立いたしました。 

なお、推進委員の出席は１１名中１０名です。 

２番、酒井秀忠委員、７番、角田一志委員および推進委員の川音光平委員か

ら欠席の旨通告がありましたので報告いたします。 

 

 議事日程第１の議事録署名委員の指名についてお諮りいたします。 

 浅川町農業委員会会議規則第１８条第２項に規定する議事録署名委員ですが、

会長指名することで、ご異議ございませんか。 

 

 （「異議なし」の声） 

 

 異議なしと認め、６番、佐川健二委員、８番、八旗正紀委員を指名いたします。 

 次に、議事日程第２の会議書記の指名を行います。書記には事務局職員の木谷

主査を指名いたします。 

それでは日程第３、議案第４３号、農地法第３条の規定による許可申請につい

て上程いたします。 

 事務局より議案の朗読を求めます。 

 

 【議案朗読】 

 

 皆様にお諮りします。議案第４３号、農地法第３条①②については関連があり
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事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

ますので一括して審議したいと思いますがご異議ございませんか。 

 

 （「異議なし」の声） 

 

異議なしと認め、議案第４３号、農地法第３条①②について、大草地区推進委

員、佐川光一委員の調査報告および意見を求めます。 

 

 はい、大草地区担当推進委員の佐川光一です。 

 まず、議案第４３号、農地法第３条①の規定による許可申請に対する意見決定

について、３月９日午前９時半、佐川健二委員と調査いたしましたので、結果報

告いたします。 

 譲渡人、大草字滝ノ沢７９番地、須藤勝男さん。譲受人、大草字風口前１３番

地の１、佐川勝喜さん。以下記載のとおりです。 

譲渡人の須藤勝男さんは現在一人暮らし、更には高齢のため農地の管理は難し

いことから長年、親しくお付き合いしている佐川勝喜さんに土地を管理してもら

いたいという事でした。譲受人の佐川勝喜さんは現在、建築業を経営しておりま

す。農地は両親が管理しているという事でした。 

 農地法第３条第２項の１号から７号まで、何ら問題なく許可相当であるとみて

きましたので、皆様のご審議をよろしくお願いいたします。 

 続いて、議案第４３号、農地法第３条②の規定による許可申請に対する意見決

定について、３月１０日午前９時半より佐川健二委員と調査いたしましたので、

結果報告いたします。 

譲渡人、大草字浜井場９番地、鈴木三千子さん。譲受人、大草字風口前１３番

地の１、佐川勝喜さん。以下記載のとおりです。 

譲渡人、鈴木三千子さんは現在一人暮らしで、更には高齢のため農地の管理が

難しいことから長年親しくお付き合いして、さらに最近は農地の管理もお願いし

ている佐川勝喜さんに所有権を移転したいという事でした。譲受人の佐川勝喜さ

んは現在、建築業を経営しております。農地は、両親が管理しているという事で

した。 

 農地法第３条第２項の１号から７号まで、何ら問題なく許可相当であるとみて

きましたので、皆様のご審議をよろしくお願いいたします。 

 

 事務局より補足説明をお願いします。 

 

 議案第４３号農地法第３条①と②について、一括して補足説明申し上げます。 

今回の申請の①の譲渡人須藤勝男さん、②の譲渡人鈴木三千子さん、譲受人佐

川勝喜さんいずれも大草の方です。三千子さんは現在、大草に一人暮らしをされ

ており農地等を管理することはできないことから以前から処分を検討していた

ようで、隣保班でお付き合いがあって農地に近い場所に自宅があり、これまでも

草刈り等をしていただいた佐川さんに購入してもらえないか相談を持ちかけ、佐

川さんが購入を了承し申請を提出したものでありますが、佐川さんが鈴木さんか

ら農地を買受するためには本日の議案にもありますが浅川町の下限面積３，００

０㎡の要件をクリアできないため、佐川さんはかねてから付き合いのあった須藤
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会 長 

勝男さんに農地を貸してもらえないか相談したとのことです。 

勝男さん自身も高齢であることから①の３筆について借りることの了承を得

られたため、今回勝男さんとの賃借権の設定および三千子さんからの所有権の移

転を同時に申請するものです。 

農地法第３条第２項各号に該当するか否かについてですが、①で農地を借り受

けることとなったため三千子さんから取得するための下限面積要件も問題なく、

また②についてもこれまでも佐川さんが管理をされていたとのことで、農地の管

理状況等に変わりはないため問題ないものと思われます。以上です。 

 

 地区推進委員及び事務局の報告、説明が終わりましたので質疑を許します。 

議案第４３号①②について、質疑ございませんか。 

 

 （「異議なし」の声） 

 

 質疑なしと認め、農業委員の採決を取ります。 

議案第４３号、農地法第３条①②について、許可することに賛成の農業委員は

挙手をお願いします。 

 

 （挙手全員） 

 

 全員賛成ですので、議案第４３号、農地法第３条①および②は許可決定いたし

ます。 

次に、議案第４４号、農地法第５条の規定による許可申請について上程いたし

ます。事務局より議案の朗読を求めます。 

 

 【議案朗読】 

 

 議案第４４号、農地法第５条①について、浅川・滝輪地区推進委員、石塚隆晴

委員の調査報告および意見を求めます。 

 

 はい、浅川・滝輪地区担当の石塚です。 

議案第４４号農地法第５条①についての調査結果の報告及び意見を申し上

げます。 

譲渡人、本町、都筑正道さん、譲受人、山白石、生田目健さん以下記載のと

おりです。 

１３日午後１時より地区副担当の會田委員及び譲渡人、譲受人立会いの下、

現地にて調査をしてまいりました。大明塚１１２番２１の畑４４９㎡に一般住

宅及び駐車場２台分を建設したいということです。汚水は町公共下水道に接続

し、雨水は町道側溝に放流するそうです。調査項目であります、一般住宅の（１）

～（１２）について該当する項目がなく、今回の転用については問題ないもの

とみてきましたのでご審議をお願いいたします。以上です。 

 

 続いて事務局より補足説明をお願いいたします。 
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 農地転用許可の検討事項ということで補足説明いたします。 

まず、立地基準となる農地の区分につきましましては、水道管及び下水道管が

埋設されており、おおむね５００ｍ以内に２つ以上の公共施設または公益的施設

がある区域にある公共施設便益地域内農地ということで農地転用基準の第３種

農地と判断しました。 

次に、一般基準の各項目についてですが、転用目的は、一般住宅敷地であり適

当であると思われます。 

転用に必要な資力、信用については、全額借入金で賄う計画であり資金証明も

添付されており問題ありません。 

 転用の妨げとなる権利を有する者の同意を得ていない場合は許可しないこと

になっておりますが、申請地は譲渡人の所有地であり、農地台帳を確認しても利

用権の設定等はされていないため該当しません。 

許可を受けた後、遅滞なく申請の用途に供する見込みがない場合は許可しない

ことになっていますが、工期は３１年１２月末までとされており該当しません。 

 行政庁の免許、許可、認可等の処分がなされる見込みがない場合は許可しない

ことになっておりますが、建築基準法等について許可見込であり該当しません。 

法令により義務付けられている行政庁との協議が済んでいない場合は許可し

ないことになっておりますが、協議を要するものがなく該当しません。 

申請農地と一体として使用する土地がある場合、それらを一体利用できる見込

みがない場合は許可しないことになっておりますが、申請地のみの計画のため該

当しません。 

事業目的からみて申請面積が適正と認められない場合は許可しないことにな

っておりますが、一般住宅敷地として適当な面積であり該当しません。 

 申請に係る事業が土地の造成のみを目的とする場合は、一定のもの以外は許可

しないことになっていますが、一般住宅が目的ですので該当しません。 

 転用が土砂流出等の災害を発生させるおそれがある場合、農業用用排水施設の

機能や周辺農地に支障を及ぼすおそれがある場合は許可しないことになってお

りますが、周辺は宅地化が進み農地の拡がりはなく支障ありません。なお、汚水

は公共下水道による処理、雨水は既設の町道側溝に放流する計画となっておりま

す。以上です。 

 

 地区推進委員及び事務局の報告、説明が終わりましたので質疑を許します。 

議案第４４号、農地法第５条①について、質疑ございませんか。 

 

 （「異議なし」の声） 

 

 質疑なしと認め、農業委員の採決を取ります。 

議案第４４号、農地法第５条①について、許可相当と決定することに賛成の農

業委員は挙手をお願いします。 

 

 （挙手全員） 
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 全員賛成ですので、議案第４４号、農地法第５条①は許可相当と意見決定いた

します。 

次に、議案第４５号、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農

用地利用集積計画の作成に対する意見決定について上程いたします。事務局より

議案の朗読を求めます。 

 

 【議案朗読】 

 

 皆様にお諮りいたします。議案第４５号、農業経営基盤強化促進法第１８条①

②については関連がありますので一括して審議したいと思いますがご異議ござ

いませんか。 

 

 （「異議なし」の声） 

 

異議なしと認め、議案の審議に入りたいと思いますが、農業経営基盤強化促進

法第１８条①②については、小室勝弘委員が借受人となっておりますので、農業

委員会等に関する法律第３１条の規定に基づき、議事参与の制限により、当該議

案の審議開始から終了まで退席していただきます。 

 

 （小室勝弘委員退室） 

 

 事務局より説明を求めます。 

 

 事務局より説明いたします。 

 被設定人の小室勝弘さんは、皆様ご存じのとおり推進委員で、また認定農業者

であり、人・農地プランにおいても畑田地区の担い手として名前があげられてお

ります。設定人の小貫の芳賀直幸さん、正弘さんは親子です。 

今回利用権を設定しようとする農地は、いずれもこれまで芳賀さんが小室委員

に耕作等をお願いしていたとのことです。 

農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の要件である、一つ目、農用地利用集

積計画の内容が町の基本構想に適合することであること。二つ目、耕作又は養畜

の事業に供すべき農用地のすべてについて、耕作又は養畜の事業を行うと認めら

れること、及び、耕作又は養畜の事業に必要な農作業に常時従事すると認められ

ること。三つ目、対象農地の関係利権者のすべての同意が得られていること。の

いずれの要件も満たしていると認められ、利用権設定は問題ないと思われます。

以上です。 

 

 続いて、この集積計画①②に対して小貫・太田輪地区推進委員の八木沼委員の

意見を求めます。 

 

 はい、小貫・太田輪地区の推進委員の八木沼です。 

先日、芳賀直幸さん、芳賀正弘さん親子と小室勝弘さんに確認したところ、今

までも小室勝弘さんが耕作等お願いされており、その耕作の契約が終了という事
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で新たに契約を結んだという事です。借受人の小室勝弘さんは、推進委員であり、

認定農業者であり農業に従事しております。農業経営基盤強化促進法第１８条第

３項第２号の全ての項目を満たしておりますので、問題ないと考えます。ご審議

お願いいたします。以上です。 

 

 事務局の報告及び地区推進委員の意見が終わりましたので質疑を許します。 

議案第４５号、農業経営基盤強化促進法第１８条①②について、質疑ございま

せんか。 

 

 （「異議なし」の声） 

 

 質疑なしと認め、農業委員の採決を取ります。 

議案第４５号、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農用地利

用集積計画①および②について、決定することに賛成の農業委員は挙手をお願い

します。 

 

 （挙手全員） 

 

 全員賛成ですので、議案第４５号、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の

規定による農用地利用集積計画①および②については決定いたします。 

議事が終了しましたので、小室委員に対する議事参与制限を解除します。 

 

 （小室勝弘委員着席） 

 

 小室委員に報告します。議案第４５号、農業経営基盤強化促進法第１８条①お

よび②については、計画のとおり決定されました。 

次に、議案第４６号、農地法第３条第２項第５号の規定による別段面積（下限

面積）の設定について上程いたします。 

事務局より議案の朗読、説明を求めます。 

 

 【議案朗読】 

 

 続きまして、説明を申し上げます。 

先月の総会において、農地法第３条の規定による下限面積の設定について１年

に１度審議することとされているため、今回議案にかかる旨お知らせさせていた

だきました。 

 この下限面積については、農地法の中では一律５０アールとされております

が、市町村ごとに農地法施行規則第１７条各項の基準に該当する場合、別に設定

できることとされております。 

 第１項は、設定しようとする下限面積未満の農地を耕作している農家が地域全

体の４割を超える場合、設定できることとされています。第２項は、設定しよう

とする区域内に耕作放棄地が相当程度存在し、地域の農地の総合的な利用の確保

に支障がない場合は、設定区域における農地の保有及び利用状況及び将来の見通



- 8 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 

 

会 長 
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し等からみて、新規就農を促進するために適当と認められる面積を設定できるこ

ととされております。 

第１項については農林業センサスで判断することとなるのですが、当時の２０

１０の農林業センサスでは３０アール未満の農地を耕作している農家は４割未

満であり該当しておりませんでした。なお、最新の２０１５の農林業センサスで

も４割未満となっております。 

浅川町においては、平成２８年に前農業委員の皆様に農地法第３条の規定によ

る下限面積の設定について議論いただいた中で、「高齢化が進み、耕作放棄地が

増えていっている現状からも、今後の新規就農の支障とならないよう町内全域に

おいて３０アールが妥当」という意見が多く、これが第２項の基準に合致すると

し、平成２８年３月の農業委員会総会において決定がなされ、平成２８年４月の

総会以降について適用されているという状況であります。 

先ほども申し上げましたが、この下限面積については、平成２２年に改正され

た農林水産省経営局長通知の「農業委員会の適正な事務実施について」において、

農業委員会は毎年、下限面積の設定又は修正の必要性について検討し、検討した

結果を公表することとされていることから、１年に１回、修正が必要かどうかの

検討をしていくこととなっております。 

議案書の方針にもありますが、平成２８年に設定されたばかりで、当時と状況

に変化がそれほどあるとは思われないため、変更の必要はないかと思われます

が、皆様方で審議のうえ決定をお願いいたします。以上、補足説明です。 

 

 事務局より議案の朗読および説明が終わりましたので質疑を許します。 

議案第４６号について、質疑ございませんか。 

 

 （「異議なし」の声） 

 

 質疑なしと認め、農業委員の採決を取ります。 

 議案第４６号、農地法第３条第２項第５号の規定による別段面積（下限面積）

の設定については、３０ａから変更しないことと決定することに賛成の農業委員

は挙手をお願いします。 

 

 （挙手全員） 

 

 全員賛成ですので、議案第４６号、農地法第３条第２項第５号の規定による別

段面積（下限面積）の設定については、引き続き３０ａとすることに決定いたし

ました。 

 次に、その他に入ります。皆さんから何かございませんか。 

 

 はい、ないようですので、事務局からお願いします。 

 

 はい。次回の総会の日程を申し上げます。４月１６日火曜日、午後１時３０分

を予定しております。以上でございます。 
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 その他、何でも結構ですので、ありましたらお願いします。 

 

 はい。それでは何もありませんので、以上を持ちまして第２１回浅川町農業委

員会総会を閉会いたします。 

 

 ご起立願います。礼。ご苦労様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 浅川町農業委員会会議規則第１８条第２項の規定により署名押印する。 

 

 

 

 

 浅川町農業委員会 会     長                  ㊞   

 

 

 

同     議事録署名委員                  ㊞   

 

 

 

同     議事録署名委員                  ㊞                                         


